
■

生

産

性

は

人

間

の

も

の

　

日

本

生

産

性

本

部

は

創

立

�

周

年

宣

言

で

、

高

度

成

長

の

「

ひ

ず

み

」

の

是

正

こ

そ

、

生

産

性

運

動

が

今

後

挑

戦

す

べ

き

最

大

課

題

と

指

摘

し

た

。

　

�

年

４

月

に

日

本

は

Ｏ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

（

経

済

協

力

開

発

機

構

）

に

加

盟

。

９

月

の

Ｉ

Ｍ

Ｆ

（

国

際

通

貨

基

金

）

総

会

で

、

首

相

・

池

田

勇

人

は

「

国

民

の

生

活

水

準

は

西

欧

諸

国

に

近

づ

き

、

先

進

諸

国

の

仲

間

入

り

す

る

に

至

っ

た

」

と

述

べ

、

�

月

開

催

の

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

は

日

本

の

経

済

力

と

繁

栄

ぶ

り

を

世

界

に

発

信

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

　

�

年

は

一

転

。

倒

産

企

業

が

相

次

ぎ

、

不

況

は

従

来

と

は

異

な

る

構

造

的

要

因

に

起

因

す

る

も

の

と

と

ら

え

ら

れ

た

（

構

造

不

況

）

。

だ

が

、

悲

観

論

を

尻

目

に

景

気

が

力

強

く

回

復

。

�

年

か

ら

�

年

に

か

け

て

の

経

済

成

長

率

は

年

平

均

�

％

に

達

し

た

。

　

そ

し

て

�

年

３

月

。

日

本

生

産

性

本

部

は

創

立

�

周

年

宣

言

を

発

表

し

た

。

前

文

で

は

、

「

社

会

的

ひ

ず

み

」

（

弊

害

）

を

克

服

す

る

た

め

に

は

「

何

よ

り

も

人

間

尊

重

の

精

神

に

基

づ

き

、

参

加

の

原

則

を

、

す

べ

て

の

組

織

に

適

用

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」

と

指

摘

。

「

究

極

に

お

い

て

、

生

産

性

は

人

間

の

も

の

で

あ

る

。

生

産

性

運

動

も

、

人

間

に

お

け

る

正

義

の

実

現

と

、

自

由

と

平

等

の

伸

長

、

連

帯

の

強

化

へ

と

発

展

さ

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

自

覚

に

立

て

ば

、

い

ま

や

生

産

性

運

動

は

、

人

間

の

進

歩

に

対

す

る

不

動

の

信

念

と

、

激

動

に

挑

む

断

固

た

る

決

意

を

示

す

べ

き

と

き

で

あ

る

」

と

続

け

た

。

■

公

害

問

題

で

宣

言

　

宣

言

で

は

、

新

た

な

運

動

と

し

て

、

①

経

営

革

新

と

人

間

尊

重

②

組

織

と

情

報

へ

の

参

加

③

最

適

雇

用

の

促

進

④

高

福

祉

の

実

現

⑤

国

際

連

帯

の

増

進

―

―

と

い

う

五

つ

の

目

標

を

掲

げ

た

。

④

は

「

生

産

性

向

上

の

成

果

は

、

豊

か

な

社

会

の

実

現

と

、

富

の

公

正

、

福

祉

の

向

上

を

期

し

て

、

社

会

的

に

分

配

さ

れ

る

」

と

説

明

。

こ

れ

ま

で

の

「

高

成

長

の

道

」

か

ら

、

「

人

間

性

」

重

視

に

立

ち

、

「

高

福

祉

時

代

」

を

目

指

し

て

大

き

く

舵

を

切

っ

て

い

っ

た

。

　

�

年

版

『

経

済

白

書

』

の

副

題

は

「

日

本

経

済

の

新

し

い

次

元

」

。

総

理

府

は

同

年

�

月

、

第

�

回

国

勢

調

査

（

�

月

１

日

現

在

）

の

結

果

を

発

表

。

日

本

の

人

口

は

１

億

人

を

突

破

し

た

。

　

�

年

ご

ろ

か

ら

社

会

的

に

ク

ロ

ー

ズ

ア

ッ

プ

さ

れ

た

公

害

問

題

に

つ

い

て

、

日

本

生

産

性

本

部

は

社

会

環

境

委

員

会

を

設

置

、

�

年

３

月

に

「

産

業

公

害

と

生

産

性

運

動

に

関

す

る

宣

言

」

を

発

表

し

た

。

宣

言

は

、

「

高

成

長

か

ら

高

福

祉

へ

」

「

新

し

い

産

業

社

会

の

建

設

」

を

目

指

す

時

代

相

を

明

ら

か

に

反

映

し

た

も

の

で

あ

っ

た

。

　

�

年

７

月

、

環

境

庁

発

足

。

�

年

５

月

、

初

の

『

環

境

白

書

』

閣

議

承

認

。

新

た

な

組

織

体

の

必

要

性

が

急

速

に

高

ま

っ

て

い

っ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


